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Ⅳ.接続料収納までの平均的な日数の算定

(1)機能の提供と接続料の収納までの日程

請求書の発行
▲

0.5月 1.5月

   0月 0.5月

(2)機能の提供から当該機能に係る接続料の収納までの平均的な日数の算定

機能の提供から当該機能に係る接続料の収納までの平均的な日数

　=　1.5ヵ月



Ⅴ.資本構成比率の算定

(1)資本の状況
(単位：百万円)

レートベース

有利子負債
電気通信事業 Ｈ14稼働 有利子負債

固定資産 1,498,942 (0.314) 1,498,942 (0.432)
③圧縮後の資本構成比 負

3,276,900 その他の負債 3,276,900 債
577,928 (0.121)

1,205,925 (0.253) 　圧縮
▲ 1,303,327

貯蔵品
(月平均) 21,955

自己資本 自己資本
流動資産等 1,491,388 (0.312) 193,957 投資等 7,583 1,491,388 (0.430) 資
1,497,284 本



Ⅵ.他人資本利子率の算定

(1)有利子負債に対する利子率

　　有利子負債の額に対する他人資本費用の平成14年度実績とした。

1.70%

(単位：％)

年度 14

区分

1.70

(注)借入金の平均利子率である。

(2)有利子負債以外の負債の利子相当率

　　国債利回りの過去5年平均とした。

1.45%
(単位：％)

年度 10 11 12 13 14 平均

区分

1.50 1.69 1.64 1.29 1.13 1.45

(注)国債(利付・10年物)の平均利回りである。

(3)他人資本利子率

　　他人資本利子率　=　1.70%×0.757+1.45%×0.243　= 1.64%

　　(有利子負債に対する利子率×有利子負債比率+国債利回り×有利子負債以外の負債の比率)



Ⅶ.自己資本利益率の算定　

(1)ＣＡＰＭ的手法による自己資本利益率

(単位：％)
年度 平均（注４）

12
区分

2.47 ▲0.41 2.40 －

β値の適用 ○ × ○ －

1.64 1.29 1.13 －

①－② 0.83 - 1.27 －
β＝0.6
(注３)

（注１）主要企業の自己資本利益率は「日経経営指標」より。ただし、平成14年度は速報値である。
（注２）リスクフリーレートについては、指定設備全体の平均的な耐用年数に着目し、耐用年数が１０年超であることから
       国債１０年ものの利回りを使用した。
（注３）β値については昨年度と同とした。
（注４）算定期間については、３年間とした。ただし、平成１３年度については、主要企業の自己資本利益率が
　　　　リスクフリーレートを下回っているため除外している。

(2)主要企業の過去５年間の自己資本利益率
(単位：％)

年度
10 11 12 13 14 平均

区分

主要企業の自己資本利益率 1.18 0.90 2.47 ▲0.41 2.40 1.31

（注）「日経経営指標」より。ただし平成14年度は速報値である。

３．料金算定に採用した自己資本利益率

　　上記１，２を勘案し、低い方の２の主要企業の過去５年間の自己資本利益率を採用する。

1.31%

H12･H14
2年平均

2.02  選択される自
  己資本利益率

（注率1. ╇

1 2.1 ¾



Ⅷ.利益対応税率の算定

利益対応税としては、事業税、法人税、道府県民税、市町村民税を見込んだ。

69.87%

(算定方法)

　1.税引前利益に対する率の算定

①税引前利益をｙ、税額をｘnとする。

②事業税実効税率
　　事業税額をＸ1とする。
　　ｘ1　=（ｙ-ｘ1）×0.101 → ｘ1　
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